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本学の医学教育で牽引的な役割を果たしてこられ

た松尾理教授の後を引き継いで，このジャーナルの

医学教育シリーズのセクションエディターを拝命い

たしました．本学の医学教育は，従来から誇るべき

成果をあげてきましたが，近畿大学医学会雑誌に，

こうしたセクションが設けられていること自体，す

ばらしいことだと思われます．今後，教員間で教育

内容を共有するためにも，また，学生に活躍しても

らうためにも，このセクションを活用していく方向

で，編集できればと考えています．特に，このセク

ションの内容を作るために，さまざまな方々がこの

雑誌を通じて教育のことを考える場ができれば理想

的です．

このセクションの構築にアイデアがありました

ら，ご遠慮なくご教示，ご示唆をいただけましたら

幸いです．今回は，新しいセクションエディターと

して，ご挨拶とともに，「いまさら人に聞けない医学

教育のことば」と題して，ER部内のシニアメンバー

で討論した内容をエディトリアルとしてまとめてみ

ました．
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は じ め に

医学部の教員の多くが，研究業績や診療実績で実

際上，採用されるために，教育の基本的な概念を知

らずに教員となることが少なからず起こっていま

す．従来は，研究や診療の先端が医学部の大学人の

めざすところであり，教育には，格別，精力を注が

なくても学生や研修医はついてくると信じて疑わな

い教員も少なからずいました．しかし，臨床研修制

度の必修化と相前後して，教育・研修に対する関心

や，新しい学習科学の概念の導入がさかんになり，

こうした教員には，新しい潮流についていけない部

分もあるというのが本音です．かく言う我々も，医

学教育のことばのイロハを知らずに教員となり，教

育に関する議論では冷や汗をかくことが少なからず

あります．そこで，「いまさら人に聞けない医学教育

のことば」と題して，現在の教育に関連する概念の

基礎の基礎についてまとめました．すでに用語とし

て理解されている先生方には，当たり前すぎること

かもしれませんが，最近の潮流に関連づけて概説し

ましたので，是非，一読いただき，教育を考える上

でご参考にしていただければ幸いです．

近畿大医誌（Med J Kinki Univ）第36巻２号 101～104 2011 101



.履修主義と修得主義

私は，○○学の講義に，ほとんど出席したのに，

ほとんど出席していなかったＡ君の方が，私より成

績がよいのは，どういうことでしょうか．」

という学生の言い分を耳にすることはありませんで

しょうか．

小中学校ならまだしも，大学に来ても，このよう

なことを学生が言ってくることに当惑することは必

ずしもめずらしくありません．皆さんは，このよう

な学生のクレームにどのようにお答えになるでしょ

うか．

履修主義というのは，履修したことを重視する考

え方です．すなわち授業を受けたことに重きをおき

ますので，一定の出席で合格とするやり方は履修主

義の典型です．それに対して，修得主義は，能力を

修得したことを重視する考え方です．現在の我が国

の義務教育を見つめてみると，その実態は，履修主

義を主軸とする考え方に間違いはなさそうです．高

等学校の教育でも我が国では履修主義は，深く根付

いており，一時，話題となった世界史未履修問題な

どは，その一端を示しています．必修科目なので，

一定時間，授業を受けて履修しなければならないと

いうものでした．

このような概念理解は，したがって，先の学生の

クレームに対して，しっかりした説明ができる根拠

を与えてくれます．しかし，こうした学生のクレー

ムに対応するだけでなく教育の理念や，大学の立ち

位置を考える意味でも重要です．

.大学ユニバーサル化時代

皆さんは，「大学ユニバーサル化時代」ということ

ばを，限られたエリートを養成する医学部では無縁

のことばだと思っていませんか．前述のような履修

主義と修得主義の問題が生じてくる背景として，「大

学ユニバーサル化時代」の影響は避けては通れませ

ん．大学ユニバーサル化時代とは，米国の教育学者

であるマーチン・トロウが指摘した社会における高

等教育の成り立ちをしめしたモデルです ．著者の一

人が，まだ若く東京で勉学している時，アルバイト

で東京都荒川区の住民意識調査の手伝いをしたこと

がありました．無作為に抽出された30人の住民リス

トを片手に，一軒一軒訪ねて回りましたが，その中

に大学卒業の方は一人もいませんでした．みなさん，

軒下や零細工場の現場で，お茶やまんじゅうを振舞

ってくれました．ひとりだけ，旧制の専門学校を卒

業した方がおられたのですが，応接間に招き入れて

いただき，対応は他の人々とは，まったく異なって

いました．その頃は，大学は，まちがいなくエリー

ト型高等教育機関であり，高等教育の機会は少数の

特権者に限られていたのです．大学進学率が15％を

越えると，大学はマス型となり，一部の特権者から

“相対的な”多数者に開かれた存在となります．そし

て，進学率が50％を越えると大学はユニバーサル型

となり，大学は広く解放される時代となります．我

が国は，平成19年度の文科省学校基本調査によれば，

大学等進学率は，この年，はじめて50％を越えまし

た ．我が国では，実にごく最近，大学ユニバーサル

化時代を迎えたことがわかります．

ところで，大学ユニバーサル化時代に突入すると，

従来になかったさまざまな問題が生じてきます．た

とえば，大学で勉学することは，当たり前のことに

なり，多くの学生が大学での就学を，自らの意思で

選択したのではなく，義務的に受け入れたものとな

ります．学生である以上，自ら学習への動機づけを

もっているはずだというのは，エリート型時代の幻

影にすぎないことを大学も知ることになります．こ

のような学生たちの意識の変化は，医学部でも例外

ではありません．エリート時代には教育において師

弟関係が重視され，人材養成においても，そのこと

が重要な意味を持っていました．しかし，今日，教

育の手段では，e-ラーニングなどのウェブやコンピ

ュータを駆使した方法がどんどん活用されるととも

に，大学エリート型時代に培われていた師弟関係は

失われつつあります．

社会における大学のあり方が，あまりに急速に変

化したために，大学の教員の方が，ついていけてな

い部分は，こうした面でもあるというのが実感です．

.Medical SchoolとFaculty of Medicine

著者らが研修医だったころ，ある教授は，飛び級

を経験したという噂でした．戦前に育った大先生で

飛び級というのは，必ずしも珍しくないことでした．

戦前の教育は，現在のわが国の教育と異なり，履修

主義ではなく修得主義であったことが推測されま

す．飛び級というのは，履修していないのに，進級

させたり卒業させたりするわけですから，修得主義

の典型です．意外なことに，明治に学制が敷かれた

当初には，厳格な修得主義のもとに近代的な学校制

度が導入されたことが伝えられています．つまり，

現在のように，一定の年齢まで履修すれば小学校を

卒業できるのではなく，期末や学年末には進級試験

があり，履修していなくても成績がよければ，飛び

級ができたのです．しかし，この時の修得主義は，

学校教育の内容がまだ整備されていない状況下で，

逆に進級できない児童が蓄積するなどして混乱を招
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いたとされています．我が国では，その後，年齢に

沿って進級，卒業が，次第になされるようになって

きましたが，戦後の新しい学制をもって，年齢的な

集約性が顕著になり，欧米各国と比較しても履修主

義の強い教育システムになってきました．

Medical Schoolは４年制大学を卒業して入学す

る米国型の４年制の医学校であり，我が国にある６

年制の医学部であるFaculty of Medicineとは，シ

ステムが異なります．しかし，これを履修主義，修

得主義の視点からみると，実質をさらによく照らし

出してくれるように思います．以前，慶応大学の講

堂で，入学者選抜の勉強会が行われ，米国の医学生

を招いて講演していただいたことがありました．彼

の言では，米国の医学部，すなわちMedical School

は，充実している面も多々あるかもしれないが，学

生の側からすると，入学に関して負担が重すぎると

いうことでした．入学試験は，我が国のように一斉

に行われるのではなく，個別に五月雨式に行われま

す．面接試験は，面接官の日程調整後，一日かけて

行われます．学生の側からすると面接試験を受験で

きる権利を得てから時間をかけて全米を旅しなが

ら，面接を受けていくことになります．中には面接

日に手術日をあてていた，ひどい面接官もいて，

時々，手術部から出てきて面接して，また手術部に

入っていくという失礼な面接もあったそうです．入

学に関しては，学生の側も，教員の側も，その負担

は我々の想像の域をこえています．

我が国の制度では，高等学校を卒業後，ただちに，

あるいは１年程度の浪人で入学する学生が圧倒的に

多いのですが，他の学部に入学する学生と同様に，

大学ユニバーサル化の影響のもとで一斉に行われる

大学入試を経て入学してきます．修得主義が徹底し

た大学を卒業して，いろいろな経験を積んだ後，大

学院としての位置づけになるMedical Schoolを，

旅をしながら面接を受けて，真に自分に合った大学

を見つけていく米国の学生とでは，年齢も成熟度も

異なって当たり前ともいえます．韓国がMedical
 

Schoolのシステムを導入しつつあることもあり，わ

が国では，最近，４年制の大学を修了した学生を対

象に４年間の教育をおこなうMedical Schoolのシ

ステムの導入が重要なトピックとなりつつありま

す．しかし，この問題は，単に６年制や４年制かの

問題という教育の年限を越えた課題であることは確

かです．

.プロフェッショナリズム

戦前の修得主義には，いわゆるキャッチアップポ

リシーの背景があったと指摘されます．すなわち，

欧米に追いつくために，優秀な人材をどんどん引き

上げ，指導者としての英才教育に重点をおいて国と

してもキャッチアップしていく政策です．飛び級は，

途上国として欧米にキャッチアップしようとしてい

た我が国の教育において，当然のシステムであった

かもしれません．中央教育審議会の議論の中に，“戦

前の課程主義・修得主義は，いわゆるキャッチアッ

プポリシー（追いつき型の政策）に結びついたもの

であって，今後，課程主義・修得主義に重点を置く

としても，過去の考え方とは異なる新しい制度とし

て議論する必要があるとの意見があった．”というく

だりがあります．“過去の考え方とは異なる新しい制

度”とは，医学の教育の現場では何があてはまるの

でしょうか ．

私見になりますが，プロフェッショナリズムは，

そのひとつの答えかもしれません．最近，よく耳に

することばですが，皆さんは，プロフェッショナリ

ズムとは，何を指しているかご存知ですか？ 医学

教育の学会で，プロフェッショナリズムのセクショ

ンがあり，“日本版プロフェッショナリズム評価ツー

ルの開発”だとか，“望ましい良い医師像を評価する

スケールの作成”などと言ったことばがみられます．

多くの先生方にとって，いまさら人に聞けない医学

教育のことばのひとつかもしれません．

プロフェッショナリズムとは，医療人としての倫

理性や，自律性，公共性を含めた医師像を指す場合

に使われています．重要なことは，本来，プロフェ

ッショナリズムには，職業人としての倫理性ととも

に，高度な任務遂行能力が求められることです．民

衆の大部分が，読み書きそろばんがなんとかできる

レベルであり，専門家とは圧倒的な情報格差があっ

た時代には，比較的，話は簡単であったかもしれま

せん．わが国では，社会的なリーダーとしての自覚

とともに，欧米へのキャッチアップをになうホープ

を育成するための修得主義がかつての医学部では当

然の理念でした．しかし，わが国の社会では，急速

な大学進学率の上昇により大学ユニバーサル化時代

を迎えて，今日，専門家像は，過去とは大きく変化

しつつあります．ITによる情報の氾濫も過去にはな

かったことです．その中で，社会的に専門家として

十分，説明責任を果たせる医師や研究者を育成する

ことが，新しい修得主義の土台になるのではないか

と考えています．倫理性や公共性は，もちろんプロ

フェッショナリズムの土台になるものではあります

が，知識，技能がなくては，専門家といえないので

あって，その意味で，いかに医学の学習を進めるか

が教育の課題になると考えることができます．
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お わ り に

以上，「いまさら人に聞けない医学教育のことば」

として，履修主義・修得主義，大学ユニバーサル時

代，Medical SchoolとFaculty Medicine，プロフ

ェッショナリズムを，とりあげてみました．これら

のことばの意味をたどりながら，現在の医学教育の

背景と理念について考えてみました．現在の教員の

先生方が勉学をしていた時代と，現在を比較すると，

世の中があまりにも著しく変化しています．現在は，

大学ユニバーサル時代が，ますます進行しています．

このような急速な社会的教育環境の変化は，歴史的

にもめずらしく，価値観の大きな変動をともなって

います．伝統ある大学では，過去の成功体験から，

今まで通りのやり方や考え方に，漠然ととどまって

いるところも少なくありません．本学は，こうした

大学に比較すると，可能性に恵まれた大学です．是

非，新しい教育の理念と実質の開拓をめざして，学

びのコミュニティの形成に，このセクションが貢献

できることを期待します．
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